
一
般
会
計　
歳
入

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額

は
、
54
億
８
，
８
８
３
万
３
千
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
１
億
７
，
８
８
８
万
８
千

円
、
率
に
し
て
3.2
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の

は
、
普
通
交
付
税
18
億
６
，
２
３
８
万
円
と
特

別
交
付
税
１
億
８
，
５
０
０
万
３
千
円
か
ら
な

る
地
方
交
付
税
の
20
億
４
，
７
３
８
万
３
千

円
で
、
歳
入
全
体
の
３
７
．
３
％
で
し
た
。

次
に
多
か
っ
た
の
は
、
町
税
の
13
億
４
，

２
９
４
万
１
千
円
で
、歳
入
全
体
の
２
４
．
５
％

を
占
め
、
前
年
度
と
比
べ
3.5
％
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
債
の
借
入
額
は
３
億
２
，

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
な
ど
の
決
算
が
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議

会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、
そ
の
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

用
語
解
説

※
１　
合
併
特
例
債

　
市
町
村
合
併
推
進
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
制
度
で
、
合
併
し
た
年

度
と
そ
れ
に
続
く
15
年
間
借
り
入

れ
る
こ
と
の
で
き
る
地
方
債
で
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
合
併
市
町

村
の
建
設
計
画
に
基
づ
く
一
定
の

事
業
や
、
合
併
市
町
村
振
興
の
た

め
の
基
金
造
成
の
資
金
で
す
。
な

お
、
元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
後

年
度
普
通
交
付
税
と
し
て
国
か
ら

自
治
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
２　
臨
時
財
政
対
策
債

　
地
方
一
般
財
源
の
不
足
を
補
う

た
め
に
、
地
方
交
付
税
の
一
部
を

振
り
替
え
て
特
例
と
し
て
発
行
さ

れ
る
地
方
債
で
す
。

　
借
り
た
お
金
は
一
般
財
源
と
し

て
自
由
に
使
え
、
元
利
償
還
金
は

全
て
後
年
度
に
普
通
交
付
税
と
し

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

６
９
０
万
９
千
円
で
、
歳
入
全
体
の
6.0
％
を
占

め
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
合
併
特
例
債
※
１
を
活
用

し
て
、集
会
所
管
理
事
業
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

田
黒
新
築
工
事
な
ど
）、
保
育
所
等
整
備
事
業

（
保
育
所
等
整
備
補
助
金
な
ど
）、
認
定
子
ど
も

園
施
設
整
備
事
業
（
認
定
子
ど
も
園
施
設
整
備

補
助
金
）、
道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
（
町
道

１
‐
16
号
線
舗
装
修
繕
工
事
な
ど
）
な
ど
を
実

施
す
る
た
め
に
１
億
３
，
９
５
０
万
円
を
借
り

入
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計　
歳
出

　

一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
52
億
６
，

２
４
０
万
３
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
２
億
２
，
１
１
０
万
５
千
円
、
率
に
し
て

令
和
元
年
度

決 
算

地方交付税
20億4,738万3千円(37.3%)

町税
13億4,294万1千円(24.5%)

国県支出金
8億2,269万4千円(15.0%)

各種譲与税・交付金
3億6,433万8千円(6.6%)

町債
3億2,690万9千円(6.0%)

繰越金
1億8,421万3千円(3.4%)

諸収入
1億5,200万3千円(2.8%)

その他
2,563万5千円(0.4%)

使用料及び手数料
1,754万8千円(0.3%)

分担金及び負担金
3,489万2千円(0.6%)繰入金

1億4,805万6千円(2.7%)

地方特例交付金
2,222万1千円(0.4%)

歳入
54億8,883万3千円

歳入
54億8,883万3千円

民生費
15億1,303万円(28.7%)

総務費
11億5,111万円(21.9%)

衛生費
4億8,816万9千円(9.3%)

公債費
6億5,784万8千円(12.5%)

教育費
5億3,026万8千円(10.1%)

土木費
2億1,308万円(4.0%)

消防費
2億9,267万6千円(5.6%)

労働費
258万4千円(0.0%)

農林水産業費
1億1,969万6千円(2.3%)

商工費
8,803万1千円(1.7%)

議会費
7,557万9千円(1.4%)

災害復旧費
1億3,033万2千円(2.5%)

歳出
52億6,240万3千円

令和元年度　決算

4.0
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の

は
民
生
費
で
、
歳
出
全
体
の
２
８
．
７
％
で
し

た
。
主
な
内
容
で
は
、
一
時
預
か
り
、
時
間
外

保
育
、
障
害
児
保
育
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
で
の
病
児
病
後
児
預
か
り
な
ど
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
、
介
護
予
防
や
認
知

症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
と
高
齢
者
の
介

護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
子
育
て
支
援
の
推
進
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実

と
と
も
に
、
新
た
に
食
育
を
テ
ー
マ
に
、
保
育

園
給
食
の
充
実
と
高
齢
者
の
栄
養
の
改
善
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
次
に
多
か
っ
た
の
は
総
務
費
で
、
主
な
内
訳

と
し
て
は
、
若
い
世
代
の
転
入
を
促
進
す
る
た

め
若
者
限
定
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
ま
ち
ん
な
か
」

の
運
営
や
、
空
き
家
の
斡
旋
な
ど
の
移
住
希
望

者
の
支
援
、
町
民
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
移
動

手
段
を
確
保
し
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

路
線
バ
ス
に
加
え
て
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
の
手

法
を
組
み
合
わ
せ
た
運
行
の
見
直
し
に
よ
る
公

共
交
通
の
確
保
に
支
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

活
き
生
き
活
動
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
各
種
相
談
業

務
の
充
実
、
地
域
集
会
所
の
整
備
に
お
け
る
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
田
黒
の
建
設
な
ど
、
定
住
化

の
支
援
や
雇
用
の
創
出
、
各
種
相
談
体
制
の
充

実
、
公
共
交
通
体
系
の
維
持
、
地
域
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
公
債
費
で
は
、
合
併
後
10
年
を
目
途
に
整
備

を
す
す
め
て
き
た
公
共
事
業
の
財
源
と
し
て
こ

れ
ま
で
発
行
し
た
合
併
特
例
債
の
元
利
償
還
が

本
格
化
し
、
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
※
２
な
ど

の
元
金
償
還
額
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
公
債

費
全
体
は
増
加
し
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
読
み
聞

か
せ
に
よ
る
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
た
幼
児

教
育
や
、
少
人
数
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
教
育

の
実
現
の
た
め
の
少
人
数
指
導
・
複
式
学
級
改

善
に
向
け
た
教
員
配
置
を
行
い
ま
し
た
。
小
倉

城
跡
整
備
に
お
い
て
は
、
地
域
学
習
の
場
と
し

て
の
史
跡
と
周
辺
環
境
整
備
、
改
修
が
終
了
し

た
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
一
層
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
た
ほ

か
、
幼
児
教
育
や
学
校
教
育
の
充
実
、
文
化
財

の
保
存
と
継
承
、
生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
衛
生
費
で
は
、
健
康
長
寿
に
果
た
す
役
割
の

大
き
い
食
生
活
・
栄
養
に
つ
い
て
、
城
西
大
学

と
の
食
生
活
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
減
塩

や
野
菜
不
足
解
消
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ

に
つ
い
て
啓
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

体
重
以
外
に
筋
肉
量
や
脂
肪
量
を
部
位
的
測
定

し
、
継
続
的
に
デ
ー
タ
を
管
理
で
き
る
、
体
成

分
分
析
装
置
「
イ
ン
ボ
デ
ィ
」
を
導
入
し
て
年

間
を
通
じ
測
定
会
を
実
施
し
て
体
の
状
態
を
数

値
化
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
体

力
の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
け
る
よ
う
支
援
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
新
た
な
事

業
と
し
て
「
ご
み
減
量
化
モ
デ
ル
事
業
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
循
環
型
地
域
社
会
の
形

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
消
防
費
で
は
、
大
規
模
な
豪
雨
、
地
震
な
ど

の
災
害
リ
ス
ク
に
日
頃
か
ら
備
え
る
こ
と
に
よ

り
防
災
・
減
災
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

9
月
1
日
に
は
全
町
挙
げ
て
の
防
災
訓
練
の
実

施
に
よ
り
自
助
・
共
助
・
公
助
の
取
り
組
み
を

確
認
し
、
生
命
財
産
が
守
ら
れ
る
誰
に
と
っ
て

も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
へ
の
資
機
材
購
入
費
に
対
す
る
補
助
金
交

付
な
ど
、
防
災
・
防
犯
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
土
木
費
で
は
、
住
民
生
活
の
利
便
性
、
安
全

性
向
上
の
観
点
か
ら
、
道
路
新
設
改
良
工
事
や

道
路
修
繕
工
事
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
橋
り
ょ
う
点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
費
で
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風

に
よ
る
災
害
対
応
と
し
て
、
森
林
管
理
道
や
農

業
用
取
水
堰
な
ど
の
農
林
水
産
施
設
、
道
路
や

橋
り
ょ
う
な
ど
の
土
木
施
設
、
生
涯
学
習
施
設

及
び
観
光
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
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